
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【２０２３年度の税制改正について】 

今回は２０２３年度の税制改正のポイントについてお話しします。個人所得課税については、家計の資産を貯

蓄から投資へと資産所得倍増につなげるべく、ＮＩＳＡ制度の拡充と恒久化措置が講じられました。それによ 

り「つみたて投資枠」については年間上限額を 120 万円に拡充し、新たに設けられ 

た「成長投資枠」の年間投資上限額を 240 万円に拡充するとともに「つみたて投資 

枠」との併用が可能となりました。資産課税については、相続時精算課税制度にお 

ける基礎控除（年 110 万円）の創設により、この制度の選択後も毎年 110 万円以下 

の贈与については贈与税の申告が不要。また資産移転の時期に対する中立性を高め 

る観点より、暦年課税における相続前贈与の期間を３年から７年に延長したほか、

延長した期間に受けた贈与のうち 100 万円については相続財産に加算しない見直しが行われました。この他、

法人課税については研究開発税制の見直し、先導的人材投資に関する税制の創設なども行われました。 

今月のキーワード：【Caesarean section】 
「７月」は“July”ですね。古代ローマでは７月を

“Julius”（ユリウス）といったそうですが、これは

Julius Caesar（ユリウス・カエサル）に由来します。

歴史の授業では「カエサル」と習いますが、英語で

は「ジュリアス・シーザー」と発音します。真偽は

定かではありませんが、カエサルがそのように産ま

れたとの理由から「帝王切開」のことを“Caesarean 

section”（シザァリィアン・セクション）といい、

会話の中ではその短縮形“C-section”（シーセクシ

ョン）がよく使われます。 

来る８月１日は「パ（８）イ（１）ン」の語呂合

わせから「パインの日」。沖縄県パイン・果樹生産

振興対策協議会が制定しました。また８月は収穫

の最盛期にもあたり、農林水産省や沖縄県などが

「パイン消費拡大月間」としてもＰＲしています。

甘くてみずみずしいパイナップル（パイン）は年

代を問わず人気の果物ですが、実は栄養面でも優

れています。豊富に含むビタミンＢ１は新陳代謝

と疲労回復を促し、さらに不溶性食物繊維と水溶

性食物繊維の両方を含むことから便秘解消効果も

期待できるとか。不溶性食物繊維は腸内の水分を

吸収して便の量を増やし、ぜんどう運動を促進し

て排出をサポート。水溶性食物繊維は便を軟らか

くして滑りを良くするのみならず、善玉菌の増殖

を助けて腸内環境の改善にも役立つそうです！暑

さだけでなくエアコンによる冷えも手伝って疲れ

やすく、お腹の調子も崩しやすいこの季節。おい

しいパイナップルで元気に過ごしてみませんか。 

１９７０年代から８０年代は、新しいモノや珍しいモノを持つことが価値になる「モノ消費」の時代でした。 

それが新しいコトや珍しいコトの体験が価値になる「コト消費」へと変化すると、コロナ以降は「そのとき・ 

その場」でしか味わえない貴重な体験を求める「トキ消費」へ。消費の変化は価値の変化というわけですね。 

衣類に染み付いた防虫剤の臭いが気になると

きは、ハンガーに洋服をかけて全体にドライ

ヤーの風を優しく当てます。温風でも冷風で

も OKですが、温風を当てすぎると衣類が傷む

ことがあるため冷風がおすすめです。特にウ

ールの場合は必ず冷風を当てましょう。 



【スタッフブログ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の商売のヒント：【解釈力を磨く】 

 

 

朝、元気に「行ってきます！」と出かけた人が事故に巻き込まれ、その日の夕方には全身を包帯に巻かれた姿

で病院のベッドに寝ていた、という話を聞きました。その場にいた全員が「なんて不幸な出来事なんだ」「か

わいそうに」と同情する中で、当事者の妻は「彼が生きていてくれて本当によかったです」と満面の笑みだっ

たそうです。私はこのとき、とても大事なことを学びました。人を不幸にするのは「出来事」ではない。その

出来事をどう「解釈」するかで自分にとっての現実がまったく違ってくる、ということです。 

 

自分の身にトラブルが起きたとき、あなたはそのトラブルをどう解釈しているでしょうか。自分に非があれば

謙虚な気持ちで反省し、迷惑をかけた相手には思いやりの心で接するかもしれません。また自分に非がなけれ

ば「相手が悪い」「タイミングや状況が悪かった」など、原因となった要素を責めることもあるでしょう。 

けれど例えば石につまずいて転んだとして、果たしてそこに石があったからなのか。「こんな所に石があるの

が悪いんだ」と解釈することもできますが「足元の石に気づかなかったのは自分の不注意だ。転んだおかげで、

次からは足元に気をつけようと思えてよかった」と解釈できたらどうでしょうか。そうすることにより今まで

苦難だ、逆境だと嘆いていた出来事すべてが逆転して、結果「よかったじゃないか」 

となるのではないでしょうか。 

 

「すべての出来事は自分にも原因がある」と解釈して、現実を感謝の気持ちで受け 

止めてみる。これは一種の訓練です。繰り返し解釈力を磨くプロセスで、私たちは 

多くを学べるだろうと思います。 

人工知能を開発する新会社「xAI」が設立されました。今話題の「ChatGPT」の開発企業に対抗していると伝え

られています。その他にも Google 社が開発している「Bird」などがあり、それぞれに検索能力や文章作成能力、

回答速度の違いなどのメリット・デメリットがあります。共通していえる注意点は、誤情報を収集し回答して

しまうことや個人情報を漏洩してしまうことなどが懸念されています。AI は判断・収集能力に長けているもの

の決断することはまだ難しいようです。決めるのはやはり「人」の力なのでしょうか。 


